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芽武を巡る対話：進藤冬華（美術家）×野村誠（音楽家）×里村真理

野村：芽武は北海道でもどんなところなのか、北海道に暮らす進藤さんが訪ねてく

れたから実感できました。北海道のイメージは雪国だったのに、来てみたら全然雪

がなかった。

里村：毎日、太陽がピカピカしてて。

進藤：日高山脈の東側は雪は降らなくて凍る場所っていうイメージがあります。札

幌から見ると、壁のような日高山脈の向こう側はちがう文化圏のように感じます。

里村：それを聞いて、新しいパースペクティブを得たんです！

進藤：私も実際に山を越えて行ってみて、何か違うって感じた。あの後、石狩川で

ワークショップをやったんですけど、十勝川も石狩川も北海道の真ん中辺の山々か

ら川がはじまっているんです。同じ場所から一つは帯広の方へ、もう一つは札幌の

方へ。そういう水源の別がまた違う文化とか産むんだろうなとか考えたりしました。



川と水はポイントでしたね。水というか氷というか。

里村：川って水が流れる水路みたいなイメージを持ってたけど、いろんなもの運ん

で、大地を作っているんだって。

進藤：石狩川のことを調べた時に、川は動くもので、それを動かないようにするこ

とが人間が生きるためのインフラだったっていう話を読みました。洪水が起こらず、

人が住み、川を活用できるようにするために、石狩川では 100 年程かけて治水を行

なっています。河口が変わっていくっていうのも、本来あった自然の形ですよね。

野村：歴舟川の周りは、河畔林ばかりですぐ近づけない。大樹町滞在の最後に、歴

舟川の河口を満潮時に見に行ったんだけど。

里村：怖かったなぁ。

野村：海が川の中まで侵入してきてる感じ。

進藤：北海道では春の雪解け水が大きな洪水の原因でしたよね。



里村：歴舟川はアイヌ語でペルプネ。「水・大きなる処」っていう意味だそうですが、

川底が岩盤だから、増水すると一気に水の量が増すのだとか。

進藤：岩盤だと川底が削られず、横に川幅が広がるのか。

里村：二風谷で聞いたんですが、アイヌの集落は住める人の数がほぼ決まってて、

増えたら分村していた。二風谷ダムができる前は川の周囲に広がる湿地に田んぼを、

乾いた高台に畑を作って、複数の作物を少しずつ育て、狩もして、時には川が溢れ

て田んぼが流されたりするけど、代わりに肥沃な土がやってきて、翌年はもっと米

がとれるようになるって。それを聞いて、いろいろ繋がった。社会を拡大させると

いうあり方は治水を必要とするんだって。

野村：海に行ったら、浜辺の流木や石が気になった。流木や石はどうやってここに

来たのだろうと考えたら、川が気になった。見れば見たことがないほど自由奔放に

流れてる。さとむーが言ってたよね。川は水の流れだと思ってたけど、石や土砂や



流木とか、いろんなものの流れで、いろんなものを運ぶものなんだって。

里村：川は異世界とつながるメタファーにもなるね。都会の川も、時に全然違う世

界をつれてくる。

野村：ワープみたいに、驚くほど遠くから運んでくるよね。流木たちも、スピード

は未知数だけど、何十キロと移動しているんだよね。石や流木に、どこから来た

の？って尋ねてみたい。

里村：あと、河畔林にあるケショウヤナギ。氾濫原っていう環境がないと芽も出な

い。その場所を作れるのは川なんだよね。しかも自由奔放な川の氾濫だけ。

野村：歴舟川の自由奔放さに出会って、川がこんなに管理されていると知った。歴

舟川のように生きたいなあ。



里村：この壁すごかったよね。

野村：時間の層が重なって美しさを生み出していますね。足跡を見れば、いつ動物が

歩いたんだろうとか、鳥の巣はいつ作られたのかとか、いつ削られたのだろうとか考

える。波のタイミング、渡り鳥の時間、地層の堆積する時間、風が吹く時……。

進藤：崩れるのは一瞬だったりしますね。人為的な感じがないのも不思議です。もし

この土が粘土なら、土器を野焼きで作りたくなりますね！砂も粘土もあるから、混ぜ

て焼けばできる。

里村：テクスチャに誘われて、つい触ってみたくなる。そこに流木があったら叩きたく

なるっていうのも同じですね。

　　＊　＊　＊

進藤：ライブはその時だけのものですよね。例えば、美術の中でも絵画は、再び見られ

るから、再現性が全然違いますよね。



野村：音楽は一回性のものなので、どうアーカイブするか。音楽そのものは残せないけ

ど、再現する仕掛けとして楽譜を作ります。でも残るのは骨格だけ。動物の足跡みたい

なもので、動物には会えなくても、動きを辿ることはできる。鋳型みたいなもの。

進藤：演劇のシナリオもそうかな。

野村：一番の旨味的な部分は、どんなやり方をしても残せないんだけど。

進藤：そう、それをすごく感じたんですよ！一番面白いところはそこにしかなくて。

      ＊   ＊   ＊

野村：アクションを起こして音を聞く。波の音や自然のいろんな音があるところに、自

分も音を出す。アクションをするから気づくことがある。鍵盤ハーモニカを吹くと、残

響がほとんどなくクリアに聞こえる場所がある。波の音の低音だけが聞こえてくる。途

中の砂防で高音はマスキングされているようだ。空間を確認するために音を出す。特徴

的な音の空間がいっぱいある。



流木がうず高く積み上げられている

鮭漁の網を破いてしまうからと

ブルドーザーが取り去る

歴舟川を旅する流木の物語

ダムもなく鮭が遡上する川を

流木は海まで下っていく

流木を杖にして砂にさす

ザッ　ザクッ

地面と交信する

音で遊ぶ

波の音を背にする

波が旋回する

巨大な流木の上で流木を弾ませる

古代の人はこんな音楽を楽しんだだろうか
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進藤：音楽は、美術と違う即興性があると思いました。「速さ」は新鮮でした。

石を叩くだけで、創造性に繋がっていけるというか。

里村：たしかに野村さんは楽器との距離がとても近くて、初対面の楽器にもどん

どん触れ、近づいていく。進藤さんも、草むらに入り、氷のひび割れを棒で押し、

すごい速さで自然に入っていく。共通して、体を投げ出す感じがあるなと思いま

した。子どもが何でも口に入れて理解するみたいな。

進藤：なるほど。野村さんの楽器の近さと私の行動も近いのかな。いろいろ考え

ず、好奇心の赴くまま、うろうろ歩き回り活動するのは好きですね。道から外れ

て分け入ると、その場所を自分の視点で理解できるんです。そういえば、アイヌ

言語学者の知里真志保のアイヌの地名事典に、アイヌは昔、地形や景色と人間が

同様の生物だと考えていて、地形と人体の部位の呼び名に共通のものがあると指

摘していたのを思い出しました。



進藤：氷に石を投げるのは本当に面白かったですね。自然からこんなにいろんな音が出るって知

らなかった。でも、私一人だったら音は気にしなかったかも。

野村：最初は、流木で氷の表面を叩くのが面白かった。でも、石が氷の上を転がる音を知ったら、

もう流木には見向きもしない。石発見以前は、氷に流木を突き刺したりしているんですが。

進藤：流木から石へ。世紀の大発見はこうやって起こっていったのかな。

野村：ねえ。最初は氷と氷の相性は抜群ですねって言って、そのあと流木を投げて、流木ではダ

メですねって言って、それで石を投げた。石に気づいて以降は、みんなで石を投げまくってる。

石を投げると滑っていくのが面白くって、音のためにやるというより、楽しいからやった。それ

が驚きの音を出す。

進藤：別の日に行ったら音が違ったそうですね。

野村：はい、時間が違うだけで全然音が違ったんです。同じ場所でも、氷の厚さが厚すぎてもダ

メみたい。アイヌ音楽研究者の千葉さんとも一緒に氷の上に石も投げたけど、氷の不思議な音響

に興味を示し、「これは自然が作る巨大なプレートリバーブだ！」って興奮してましたね。氷が

一枚の板になっていて共鳴していたようです。



野村：干潮時に波打ち際に石を並べて、波によってどのくらい動くか実験

したんです。その動画を Memu Earth Lab の森下さんがドローンで撮っ

てくれた。

進藤：（動画を見て）わ、すごい！波が動いているのを見るだけでも面白

いですね。海の色とか地上から見えていた色とは全然違って鮮やかだし、

この五線譜いいですね。

野村：砂が濡れているから、満潮になれば波をかぶって動かされるのではっ

て思ったのですが、この日の満潮が弱めだったのか、翌日行ったらあまり

動いていなかった。

進藤：何日間か観察できたら変化が見えそうですね。

野村：夕暮れの沼からは謎の獣の鳴き声。こんなところに犬はいないだろうに、セントバー

ナード犬の吠え声みたいな音が聞こえる。しかし、姿は見えない。

里村：実は、凍り始めて膨張した氷同士がぶつかる音だったんだよね。進藤さんと 3 人で

ドキドキしながら、でも沼の面白さを抑えられなくて、石を投げたり、氷に乗ったり、草

むらを踏みしめたりして、遊んだなあ。

進藤：最近、作家活動としてツアーをするんですよ。それは再

現性があるけど、Memu であったような“偶然に起こってくる

面白さ”みたいなものは、なかなか生まれにくい。

野村：プランしすぎると " 生まれてくる " 感じからは遠のくよ

ね。音楽でも、練習しすぎないとか、リハーサルでわざと力を

抜くとか、新鮮さを保ち続けるよう工夫しています。

進藤：なるほど！

野村：クラシック音楽でも優れた演奏家は、リハーサルと本番

で全く違うことをするんですよ。色々準備はしていても、その

時にその場で生まれている音楽に聞こえるんです。

進藤：大樹町の環境って、自然環境に仕掛けがあるんですかね。

反応するフックがある場所なのかもしれないですね。







1 ーーーーー出会う

　

千葉：ぼくはもともとギタリストとして活動していたんですが、偶然アイヌ音楽

に触れ、変わった音楽だなあってミュージシャンとして興味を持ちました。アフ

リカの音楽でも何でも知りたいと思ったのと同じように、アイヌの音楽もすごく

面白い、知りたいって。もともと作曲をしたりする上で、音の作り方には関心が

あって、とくに変わった音楽には好奇心もありました。それでアイヌの音楽もの

ぞいてみたいと思ったのですが、当時なかなか音源が簡単に手に入らずに苦労し

て、いろいろ探しまわったりしたために、人を紹介されたりなどして、入り口と

してはかえって深いところに入って行ったように思います。アイヌの人たちは話

がおもしろいので、どんどん惹き込まれましたね。そしていろんなところに出向

くようになったんです。おばあさんを訪ねたり。そうしていろいろやっているう

ちに、アイヌの世界、アイヌの人たちの物の考え方、自然と人との関わり、バラ

ンスの取り方、アイヌの人の話し方などにも影響を受けました。

里村：例えば、どんな影響ですか？

千葉：登別のクマ牧場の隅にあるアイヌの小屋を訪ねた時、すごく丁寧に片付け

てて、土間を雑巾で拭いたりもしているんです。「そこまでやるかな」っていう

くらい丁寧に。時間の捉え方が非常にゆっくりで、びっくりしました。そういう

アイヌの捉え方、考え方に少しずつ影響を受けて。当時の自分は、プロのミュー

ジシャンとして東京で神経をピリピリさせながら “ とんがって ” いた頃で、ある

先輩から「千葉ちゃんの雰囲気、すごい変わったね」と言われたくらいで。

野村：いくつくらいのことですか？

千葉：30 代半ばくらいじゃないですかね。

里村：人に言われただけじゃなくて、ご自身でも変わった実感がありましたか？

千葉：昔は、隙があれば「ココだ。おれはやるぞ」って意気込んでいたんですが、

一方で、評価に対してがむしゃらになることに冷めている自分もいました。アイ

ヌのおばあさん方、名人はいっぱいいるんだけど、プロは一人もいないんです。

生活の中で歌をやって、人を感動させる。音楽も、集まったときになんとなくと

歌い出して、わーーと盛り上がって、散々何時間も盛り上がって、疲れて終えた

かと思ったらまたいつのまにか始まったり。音楽のあり方が全然違っていて、「別

のやり方があるんだ」という視点を持てたのが大きかったのです。

2 ーーーーー習う

千葉：アイヌ音楽を習うにも苦労があるんですよ。訪ねていくと「日本人嫌い」

と追い返されたこともありました。「帰れ！」と怒鳴られちゃったりとか。一方、

協力してくれる人もいて、「あそこに歌をよく知っているおばあさんがいるから

連れて行こうか」って紹介してくれたりとか。そういう人の繋がりで進んでいく

んです。東京では、浅草に住んでいた加藤ナミエさんに教えてもらいました。ナ

ミエ媼
フチ

（フチはおばあさんの敬称）は、帯広カムイトウウポポ保存会を作った人

です。

野村：この前、一緒に訪ねた保存会ですね。

千葉：そう。あの会は、北海道で一番古い保存会。ナミエ媼
フチ

は本当に歌が好きで、

歌がなくなるのがすごく辛くて、昭和 30 年頃に、あちこちの名人を呼んで習う

ために保存会を作りました。でも、保存会だけで満足したというわけではなかっ

た。このままだと歌がなくなるという危機感があったと思います。その後、娘さ

んたちがいる浅草に移られたんです。そこに、ぼくみたいなもの好きが現れたの

で、「お前になんでも教えてやる」と教えてくれました。ナミエ媼
フチ

のお宅では、

飲みながら昔話を聞き、酔っ払って寝てしまったりしながら歌を教えてもらいま

した。ある時、ナミエ媼
フチ

から「（習って）どうするんだ？」って聞かれたんですね。

ぼくは、ただ好きで習ってたんけど、なんか言わなきゃいけないと思い、「大事

なことだと思うんだよね」と返しました。すると、「そうだな、大事なことだな」っ

てナミエ媼
フチ

が言ったんですね。ナミエ媼
フチ

のお通夜の時、「大事なことだから、ぼ

くやるからね」と心の中で約束しました。でも、これはぼくがもらったものなの

だろうか。ナミエ媼
フチ

は、おそらく次の世代のアイヌに伝えたかったはずです。こ

うした考えは、ナミエ媼
フチ

以外のおばあさんたちや、研究した期間を通じていろい

ろと考えさせられる機会があって、しだい次第に形作られて行ったんだと思いま

す。ぼくは預かっているだけで、次の世代のアイヌに渡すべきものと思って、次

世代のアイヌの人に教えたいと思うようになりました。

3 ーーーーー研究者になる

千葉：ある程度歌い方を覚えると、ミュージシャンの性として、やっぱり演奏し

たくなります。ある時、アイヌの人から、「アンタも演奏すれば」と言われたんです。

守ること、踏み外すこと

   千葉伸彦さんとの対話

千葉伸彦 / ちば  のぶひこ

トンコリ奏者、アイヌ音楽研

究者、ギタリスト
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。



その方は、アイヌの音楽を先鋭的なアプローチでやっている若いミュージシャン

が、アイヌの発声法でないことに違和感を持っていて、ぼくが習っているような

昔ながらの発声の歌を演奏するように薦めてくださったんです。

野村：裏声になったりするアイヌ独特の発声法ですよね。その人の勧めに応えて、

千葉さんはアイヌ音楽のライブ活動を開始したんですか？

千葉：いや逆で、「ぼくはやらない。ぼくは研究者になる」と宣言しちゃったんです。

当時、ぼくは色々なおばあさんを訪ね歩いて歌を教わっていました。ある時、歌

を教わっていると、おばあさんが「あんた、他のところで覚えた歌を聞かせてく

れない？」と言うので、披露したんですよ。そしたら、「そんなに歌えるんだったら、

私が教えることないじゃない」って、物凄い引かれちゃったんです。自慢して歩

きたいのか、教えを請いたいのか、立場をはっきりさせなければいけないと思い

ました。だから、人前では演奏しないで、研究者になろうと思ったのです。その後、

宣言したことが自分の中の足かせとなって、ずーっと研究者をベースとして活動

をしていくことになります。それが大きく壊れたのが先日の芽武です。

野村：なんと！千葉さんにとっても、芽武は大きな経験だったのですね。

　

4 ーーーーー踏み外す

千葉：もちろん、研究を続けながらも、人に頼まれたら演奏しました。例えば、

帯広の保存会が横須賀のホールに出演する際、トンコリを弾いてほしいと頼まれ

て演奏したりとか。そうすると、「アンタの歌は昔のばあさんの歌だわ」とアイ

ヌのおばさんから言ってもらったり。でも、自分から売り込む

ことはしませんでしたし、創作もしませんでした。自分が変え

たり付け加えたりはしたくなかったんです。今考えると、ちょっ

とストイックすぎたのですが。

野村：ナミエさんとの約束を果たすために、それなりの覚悟が

あったのでしょうね。

千葉：阿寒でトンコリ教室をやってほしいと頼まれて行ったこ

とがあります。でも、呼んだ人のお母さんが、「なんで、この人

に習うの？」って驚いたんです。頑なに人前では演奏しないと

いうスタンスをとっていたので、ぼくの演奏を聴いたことがあ

る人は、ほとんどいませんでした。確かに、演奏も聴いたこと

のない人に教わりたいと思う人はいないですよね。

野村：ぼくも千葉さんにお会いする前は、和人のアイヌ音楽研究者と先入観を持っ

ていました。でも、演奏を聴いて、この人、本物だと感動したんです。

千葉：アイヌではないと言った途端、偽物感みたいなものが先入観としてできる

んだと思います。ぼくが歌ったら偽物で、ぼくが教えたアイヌの生徒が歌ったら

本物になる、ということもあるかな。

野村：アイヌ音楽は誰のものなんでしょう？モンゴル人が大相撲の横綱をやって

いることに違和感を抱く人もいます。でも、文化の継承は人種とは無関係のはず

です。入門時から相撲部屋での共同生活をしたモンゴル出身の力士は、明らかに

大相撲の文化を継承しています。

千葉：ぼくは、多少は演奏しなきゃいけないのかなと思って、それ以来、ちょこっ

とは演奏するようになりました。一歩踏み外したのは、床 絵美さんに、トンコリ

で伴奏をつけてほしいと言われた時です。トンコリのレパートリーは樺太のもの

しか残っていないので、北海道アイヌの歌にトンコリの伴奏をつけるということ

は研究者レベルではありえない、やっちゃいけないことのように感じていたんで

す。

野村：創作ということですね。

千葉：最初は樺太のパターンをやったりしたけど、やり始めたら、セッションな

ので即興で展開していくんです。その時に最初のセッションの録音が CD になっ

たんです。その時のプロデューサーが、「今度はトンコリだけで録音したい」と

言い出して、ぼくも踏み外した勢いもあり、レコーディングしたんです。伝統曲



なのに、プロデューサーが「もっと自分を出してくれ」と要求してきて、こちら

も要求に応えてもう一歩踏み外しました。でも、それは一時のことで、その後も

基本は研究です。研究も個人でやっているので資金が続かず、４〜５年何もしな

かった時期もあります。

里村：私の恩師の西成彦先生は文学の国境越境性を研究していて、一国名一文

学と称することが表現の豊かさも覆い隠してしまうとずっと言い続けています。

ポーランド系ユダヤ人が英語で書いた小説を英文学と呼ぶのか。戦時中、日本人

が日本の植民地で現地の文化の影響を受けながら書いた小説は？一つの文化とさ

れるものは、様々雑種も含むミックスされたもの。文化の「当事者」とされる人は、

想像するよりずっと広いんじゃないかと思っています。と同時に、別の点から言

えば、アイヌといっても全く一枚岩ではないっていうことですもんね。

野村：樺太アイヌと北海道アイヌで音楽が違い、北海道でも地域によって全然違

う。だから、千葉さんは「〜〜〜に住んでいた〜〜〜さんから教わった歌です」

と仰るのですね。

5 ーーーーー教える

千葉：AINU REBELS（アイヌ レブルス）という若手のグループがあって、歌を

教えに来てほしいと言われて、教えたのが最初です。習う機会を得ることよりも、

習ったことを教える機会を作る方が断然難しいのです。札幌大学のウレシパクラ

ブの本田先生は、奨学制度を作って、文化共生の取り組みをしています。ウレシ

パクラブには、アイヌ人も、アイヌに興味のある和人も参加できて、ぼくはそこ

でアイヌの音楽を教えました。ウレシパ・フェスタ（文化祭）で学生たちが発表

したらとても評価されたんです。なんで、こんなにできるようになっているの！っ

て。それがきっかけで平取でも一年教え、昨年と一昨年は、白老のウポポイで一

年半くらい教えることができました。昔の歌い方を学びたいと、呼んでもらった

んです。若い世代を中心に、アイヌの人もアイヌでない人も集まっていて、皆が

アイヌ文化に精通しているというわけではなく、ある意味、無垢に近い状態の人

もいました。ウポポイの面白さは、アイヌ文化を伝承するために働く環境で、あ

る意味英才教育のように集中的に教わり、昔はなかったような現代的な特殊な環

境の中であるけれども、その中で確実にアイヌの伝承者が育っていく。ぼくはウ

ポポイで教えることができて、自分の役割を少し果たせた実感があり、ちょっと

した安堵感があります。しかし、国はウポポイのオープンのための予算しかとっ

ておらず、オープン後の予算は少なかった。開館してからが伝承の始まりだと思っ

ていましたが、オープン後は継続的に教えることができていないのが残念です。

野村：千葉さんのアイヌ音楽の説明や教授法は、大人になってからアイヌ音楽を

習得した千葉さんだからこそ考え出せたものですよね。

千葉：かつては、ただ「真似しなさい」だけで継承できていたけれども、今、曖

昧なままやっていると、現代の影響を受けすぎて、いつしか伝承として大切にし

たい部分もなくなってしまうこともあります。自分が習ったアイヌの音楽と、自

分で検証や整理などして理解した音楽と、自分が伝えられるものはできるだけ伝

えていきたいと思います。それは昔の音楽そのものではなくて、分からなくなっ

たものもたくさんあるとは思うけれども、昔に戻るのが目的ではないし、伝統の

中で培われた大切なものを生かしつつ、未来に向けて発展して行ければ良いのか

な、と思っています。

里村：千葉さんが、「音楽」という軸で人種のカテゴリーを越境しているのと同

時に、とてもアイヌ的な捉え方も継承しておられるんだなと感じました。

二風谷を訪ねた時、「萱野茂のアイヌ語辞典」は萱野さんご自身が自らの耳で聞

いたことがあるアイヌ語だけを載せたという話を聞きました。文字を持たないア

イヌの人々の、自らの耳で聞いたものへの信頼と世界観を感じるエピソードでし

た。正しくかつ網羅する、というあり方よりも、変化しながら生きることへのリ

アリティなのかな。

千葉：アイヌ音楽だけじゃなく、色んな民族の音楽でもそういうことをしないと、

みんな西洋音楽になってしまって、なくなってしまう。だから、世界の音楽学者に、

そういうことやりませんかと言いたい。

野村：音楽の特色や魅力を分析した上で、その教授法を確立していくということ

ですね。

6 ーーーーー芽武

里村：芽武の体験は千葉さんにとってどうでしたか？

千葉：「森に合う声を探している」という東京大学の森下有さんに山中湖に招い

ていただき、「OTOCARE 富士癒しの森」に参加しました。その体験は、普通に

楽しかったんです。森の中でやるのも気持ちよかったですし。さらに、芽武の時



は気持ちが自由でした。何の縛りもない状態で呼ばれて。ウポポイで教えること

ができて安心感もあった時期で、ミュージシャンとしての自分を解放してもいい

のかな、という気持ちが起きたんですね。滞在中は、夜中に部屋でトンコリ演奏

し続けました。その時は素の自分で弾いていました。沼（オイカマナイトー）で

録音した時も、歌を口ずさんでいたんだけど、教えるためでもなく、再現するわ

けでもなく、森に自分の声をどうやって響くかを楽しんでいました。教育や伝承

ではなく、自然とやっている自分。野村さんのような表現者と自分と自然と、そ

こでセッションするのが心地よかったんです。

野村：千葉さんは、アイヌ音楽を習われてかなり忠実に再現／継承しておられる

と思いますが、それでも、千葉さんというフィルターを通して聞こえてくる音楽

に、千葉さんの個性を感じ、そこにぼくは惹きつけられます。

千葉：芽武で「ディテールにこだわるのが、千葉さんの世界ですよね」って言う

野村さんの言葉に、なるほど、と思いました。ぼくは、おばあさんたちの歌を忠

実に再現するには、と教えているつもりなんだけど、そこにはぼくのフィルター

が確かに入ってる。

野村：同じおばあさんに教わっても、教わる人によって、「ここが味だ」と思っ

て継承する部分は違います。千葉さんがミュージシャンとしてこだわっていると

ころが面白い。アイヌであるとか、非アイヌであるとか、文脈を通すと難しいと

思うのですが、でも、森に聞くとか鹿に聞くというレベルで言えば、千葉さんと

いう人間が歌っている歌です。一人の人間が歌っているかけがいのない歌です。

でも、我々は歴史や文化を背負っていて、いろんな障壁があります。個人的には、

千葉さんの歌をもっと聞きたいし、音楽家としては、千葉さんと音楽をやってみ

たいし、千葉さんから学びたい。アイヌ音楽の継承者になりたいという意味では

なく、千葉さんが何を大切にして音楽をしているかに興味があります。

千葉：アイヌ音楽では、楽しむことが基本にあります。西洋音楽は構築美がベー

スにあって、緻密に組み立て、整然と壮大なものをつくる。ギターの性能でも遠

達性（遠くに音が届くこと）が評価され、トランペットもホール全体に鳴り響く

音が良しとされる。でも、日本音楽にはわびさびという価値観があります。静か

な池に小石を投げると波紋が広がる。二つ投げると、二つの波紋が干渉する。そ

れを美しいと思う心だと思うのです。そこで、大きい石を投げると台無しになっ

ちゃう。アイヌの音楽は、縄跳びするみたいなことです。縄跳びは、人がやって

いるのを見るよりも、やる方が楽しい。自分の声を相手の声と重ねていって、響

きをつくってなんか面白いね、っていう感覚がベースにあります。人に聞かせる

ためじゃなく、自分らで楽しむためのもの。

野村：芽武では、氷の張った沼に石を投げたり、流木を叩いたりしました。一人

で投げているのもいいけど、何人かが一緒に投げると、音としてはアバンギャル

ドテクノのような音響が空間的に広がって凄いサウンドになりましたが、ただ単

に遊んでいたとも言えます。そして、石を投げたり、壁の反響の音色を探ってい

る千葉さんを見て、千葉さんは本当に音マニアなんだな、と感じました。

千葉：音響はシンセサイザーで色んな音作れるけど、沼に石を投げてあんな音が

出るって、どういうこと？って。あの場にいてあれを味わうから、凄い面白い。

里村：自然から出てくるとは想像できないような音でしたよね。

野村：自然だけでは出てこない音で、我々と自然のやりとりで出てきた音。

千葉：あれを体験したら、誰でも面白いと思うんですよね。でも、あの場所に行

くこと自体がそうそうないのですが。

里村：私はアイヌの音楽を聴いて、その叙情性などには惹かれても、声の出し方

の特異性などは千葉さんに説明されなければ気づけなかった。掛け合いの仕組み

を教えてもらったから面白さが味わえています。だから、氷の音響の仕組み、プ

レートリバーブになっているということを、これでもか！と説明すると伝わるも

のもあるのかなと思いました。

野村：沼の表面に張った氷が、巨大なプレートリバーブとなって不思議な音響に

なっているという千葉さんは、やっぱり音マニアだなぁ、と思いました。
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wave for voice ensemble
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Stratum for piano and any instrument(s)
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memusica 3 

yellow stones for any instrument(s)



™
™

™
™

™
™

™
™

™
™

™
™

q	=	ca.	40

34 44 1316&
U

œ
œ
œ

œ
r

œ
œœ

œœœ
œ

œ
œ
R
œ ™

j
œœ
œœœ œœœœœ

œœœœ œœ
œ
r

œ
r

œ
r

œ
œ œ œ œ

œ œ
rœ œ œ œ

œœ
œ

œœ
œ

œœ
œœœmemusica 4 

red stones for any instrument(s)



memusica 5 

perupnei river for piano and any instrument(s)  



memusica 6 

ice music for ice 



memusica 7 

estuary for ensemble in 5 parts



memusica 8 

riparian trees for piano and any instrument(s)



memusica 9 

leaves for ensemble



memusica 10 

frost for piano and any instrument(s)
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豊橋市立賀茂小学校の子どもたちとワークショップで作成した楽譜
　穂の国とよはし芸術劇場 PLAT の企画で、賀茂小学校でワークショップを行う機会を得た。ぼくは Memu Earth Lab での２週間の体験を語って後、浜辺の石の写真を配っ
た。愛知の子どもたちが、北海道の石を楽譜として解読して演奏してくれた。同じ写真でも、いろいろな解読の仕方があった。ちなみに、賀茂小学校は、豊川の流域にある。
かつて下流の吉田城に水害がないように、このエリアで人為的に川が氾濫するようにしていたそうだ。
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